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第 2026回例会  平成 28年 10月 22日（土曜日）第 13号  

 

本日の例会 １０月２２日（土） 第２例会 

公徳学園の皆さんとハッピーハロウィン》 

場所：石切セイリュウ 

移動例会：16：30～ 

ハロウィンパーティー：17：00～ 

次回の例会 １０月３０日（日） 第３例会 

秋の家族会 

地引網体験とクエ鍋フルコース 

前回の例会 １０月１７日（月） 第１例会 

◎ゲスト ＮＰＯ法人 きらりっこ理事長  

尾﨑 眞理子様 

経理担当理事   左海 美佳様 

出 席 報 告            細川 委員長  

本日の会員数 ２４名 

本日の出席者数 １９名 

本日の出席規定適用免除会員 １０名 

本日の出席率 ８６．３６％ 

９月５日の修正出席率 ９０．９０％ 

 

ニコニコ箱報告     副ＳＡＡ 岡本 慎一 

中村幹事 約 1 ケ月ぶりの例会となりましたが、皆様お

元気そうで何よりです。寒暖の差が激しい日

が続いておりますが、ご自愛くださいませ。 

百済会員 ＩＭ当クラブを含めて 10 クラブ訪問してき

ました多種多様なクラブ活動があり、勉強に

なりました。 

岩﨑会員 今月は 

第 1 回ゴルフ同好会 

秋の家族会 

宜しくお願い致します。 

 

10月のお祝い          

〇入会記念日 藤原会員 

〇会員誕生日 金子 佐井（各会員） 

〇夫人誕生日 岩﨑カヅ様 岡本凡子様 

〇結婚記念日 浅野 中塚（各会員） 

〇創業記念日 鈴木 小川 尾﨑 中村（各会員） 

〇９月の内祝いニコニコ 累計 257,500 円 

〇９月のニコニコ箱 39,000 円 累計  442,000 円 

会長挨拶          会長 小川 高弘  

 皆さんこんにちは。 

先月の９月２４日（土）に開催された「R12660 地区 地

区協議会」に選挙人として出席をしてきました。 

百済会員はガバナー補佐エレクトとして出席をされてい

ました。 

地区協議会で決議されたことをご報告致します。 

・第１号議案 決算 

   算報告があり異議なく決議されました。 

・第２号議案 ＩＭを８組から６組に再編成をする 

   2018 年～2019 年度より再編成を実施する。 

反対クラブ ２クラブ 

     棄権クラブ Ｏクラブ 

その他のクラブは賛成により決議されました 

・第３号議案 ガバナー補佐選出について 

○ガバナー補佐の選出についてはＩＭごとの立候補制と

する。 

○ガバナー補佐選考委員会をＩＭごとに設ける。 

      反対クラブＯクラブ 

より決議されました。 

以上です。 

有難う御座いました。 

幹 事 報 告          幹事 中村 徹  

1. 11 月 14 日（月）11 時 30分より、5 階サルビアの間

にて、指名委員会を開催致します。パスト会長各位

には宜しくお願い致します。 

2. 11 月の定例理事役員会は第 2 週の 11 月 14 日（月）

に変更です。例会終了後、5 階サルビアの間にて開

催致します。理事役員会の皆様にはご確認をお願い

致します。 

 
 （第 2660 地区） WEEKLY BULIETIN No.13  

 東大阪中央ロータリークラブ  

  創  立 昭和４７年２月２０日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 会 長 

 会 長 ノ ミ ニ ー 

 副 会 長 

 幹 事 

 会 報 委 員 長 

小 川 高 弘 

宮 田 照 男 

 金 子 勝 信 

 中 村   徹 

瀧 田 浩 彦 

  例 会 日 毎週月曜日 １２：３０～ 

  例会場所 シェラトン都ホテル大阪 ３Ｆ 

  事 務 局 大阪市天王寺区石ヶ辻町２－８ 

〒543-0031 クレアツィオーネ上本町 ７０４号 

 TEL ： ０６－６７７２－２３２０ 

 FAX ： ０６－６７７２－２３２７ 

 E-mail ： hcrc@at.wakwak.com 

   

y  Rotary Serving Humanity 
 人類に奉仕するロータリー 

  2016～2017 年度 国際ロータリー会長 ジョン F. ジャーム 
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卓 話   きらりっこ 理事長  尾﨑眞理子様 

「NPO法人きらりっこ」の活動から 

 いつも夫がお世話になっております。このたびはこの

ような卓話の機会をいただきありがとうございます。 

尾﨑の父と一緒に地域での小児科診療所で仕事をするよ

うになった２５年前から私もロータリークラブと関係が

出来たと思っています。月曜日の診察は午前１１時半で

終了。午後診も５時から６時までの１時間だけでした。

東大阪中央ロータリークラブの会合が毎週月曜日にあっ

たからだと思います。また、クリスマス会に孫たちを連

れて行ってくれました、華やかなクリスマス会で大きな

プレゼントをもらって帰って来たことは楽しい思い出に

なっていると思います。 

ロータリークラブは設立されて 100 年以上の歴史が有

り、様々異なる職種の方々のネットワークが特徴で、そ

のネットワークを通じて自己研鑽され、職場に、社会に

多大な貢献をされていると伺っております。 

また、東大阪中央ロータリークラブの会員の皆様は男

性ばかりで、ご多忙の中、子育てに協力し、イクメンさ

れてる方、お孫さんと遊んであげたり遊園地公園に連れ

て行ってあげたりするイクジイの方もいらっしゃると思

います。 

今回私どもは地域子育て支援と地域ネットワークにつ

いて NPO 法人きらりっこの活動を通してお話させていた

だき、ご理解ご協力を賜りたいと存じます。 

私の子育ては１９８０年代でした。尾﨑の祖母、両親、

私たち夫婦、子ども２人の４世代７人家族が同居をし、

産後６週間のいわゆる産休明けからフルに病院小児科医

として仕事をしておりました。悲喜こもごもの思いが交

錯しながらの子育てだったと思います。自分自身の経験

から少しでもハッピーに愉快に子育て人生送れるように

何か子育て支援が出来ないかと思い続けていましたが、

個人で開設運営維持する力も財力もありません。 

１０年前、夫が勤務医を辞して、地域で一緒に小児科

医としての仕事をすることになり、資金を作り、東大阪

市から運営委託を受けて、子育て支援事業をする事にな

りました。 

子育て支援のつどいのひろばと病児保育事業の設立です 

地域子ども子育て支援拠点事業の歩みは１９９０年代

半ばから始まりました。 

核家族化もすすみ、夫も仕事が多忙で相談に乗っても

らえない、近所のおばちゃんおっちゃんも知らない。更

に実家も遠い AWAY 状態。家の中で孤立化するという親子

の現状があり、草の根的に、先輩ママや子育て中のママ

がマンションの一室や空き店舗などを利用して、親子が

集える場所を提供して一緒に過ごす団体、サークルが全

国に広がりました。 

国を動かして、「つどいの広場」という制度が２００２

年（平成 14 年）成立しました。 

２００７年（平成１９年）に、地域子育て支援拠点事業

となり、助成金が増額になりました 

2015 年（平成 27 年）度に国は子ども・子育て支援新制

度を設立し実施しています。 

教育・保育・子育て支援を良質かつ適切 に総合的に

提供する体制を確保する事になっています。NPO 法人、

株式会社、社会福祉法人などが参入しています。企業主

導型の職場内保育園や病児保育室も設立されています。 

その予算は 21790 億円、社会全体での子育てを支えると

言う意味合いで、消費税や年金特別会計の子ども・子育

て拠出金（1085 億円）も含まれます。厚生年金加入者全

員分を事業主が全額負担しています。負担率は、２８年

は 1000 分の 2.0。29 年には 1000 分の 2.3 にアップが決

定しています。これからも子育て支援をよろしくお願い

いたします。 

私どもも 2007 年に医療法人尾﨑医院が運営を委託さ

れて始まりました。親が子供にしっかりと向き合い、豊

かな子育てを行うことが出来るよう、保育士、子育て支

援ボランティア、小児科医、臨床心理士が見守りや相談

に応じています。2013 年（平成 25 年）に「NPO 法人きら

りっこ」を立ち上げて、子どもから高齢者まで一緒に過

ごせる世代間交流事業、ママのリフレッシュの為に 1 時

預かり事業も開始し、地域の支えを高め親子と地域を結

びつける架け橋のような存在となるよう事業を展開して

います。現在年間約 6000組 1 日平均 23 組の来館者です 

私たちの子育て支援の特徴には、臨床心理士が 2 名おり、

保育士との連携で毎月 100 件以上の保護者からの育児相

談、健康相談などの中で、気になる子どもたちや保護者

に関して、更に専門的に見てもらい、検討しています。

また、同じ複合ビル内に東大阪市の保健所、保健センタ

ーも福祉事務所もあり、気楽に相談報告に行くことが出

来ます。年 1 回、保健センターとの協議の日を設けて検

討を行うネットワークも構築しています。開設以来 10 年

間に虐待疑い事例、発達障害事例、保護者の養育支援必

要事例の見守り、相談、専門機関への繋ぎが出来ました。 

認定 NPO 法人も目指しています。厳しい条件をクリアす

る必要がありますが、寄付金不足が最大の難関です。全

事業費の半分以上を寄付金で賄うこと、継続的に一人年

間 3000 円以上、100 人以上の寄付金で認定を受けられる

見通しです。認定 NPO 法人に認められればより信頼のあ

る事業よりよい事業を拡大拡充できると考えています。

また、ボランティアや、スタッフとして一緒に仕事をし

ていただく方も募集しています。どうぞよろしくお願い

いたします。 

第１回 ゴルフ同好会報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

晴天の中行われた第１回ゴルフ同好会は、優勝 浅野会

員準優勝 中村会員・ベスグロ 小川会長でした。 
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